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令和 2年 1月 6日（月曜日） （第 683 号）全　木　連　時　報

全木連は、国産材を活用し
日本の森林を守る運動に
取り組んでいます。

http://www.kokusanzaikatuyo.jp/

間伐紙（木になる紙）を使用しています。

チェーンソー作業に関する労働安全衛生規則が改正されました‼
これに伴い、旧規則に基づく特別教育を受けた者についても、令和２年７月末までに追加の特別教育（補講）を受講
しないと、業務でチェーンソーを使用することができなくなります。
労働安全衛生規則の改正は、林業、土木工事業や造園工事業など業種にかかわらず、チェーンソーを業務で使用する全ての業種が対象になります。

◎　改正内容

⑴　伐木の直径（大径木・小径木）で２区分されていた特別教
育（大径木16時間、小径木13時間）が一つに統合され、
18時間（学科９時間、実技９時間）となります。

⑵　チェーンソーを使った伐木作業等を行う場合には、必ず特
別教育を受講しなければなりません。

⑶　旧規則の特別教育の受講者は、令和２年７月末までに追加
の特別教育（補講）を受講すればよいとされています。

	 なお、令和２年８月１日以降に、特別教育（補講を含む。）
を受講せずにチェーンソー作業業務を行わせた又は行った
場合には、罰則が科せられます。

	 ●事業者に対し、６ヵ月以下の懲役又は50万円以下の罰金刑

	 ●特別教育を受けずに、指示に従わない作業を行った作業
	 	 者に対し、50万円以下の罰金刑

◎ 講習（補講）の内容

１　旧安衛則第36条8号（大径木）の修了者　　　　　
　　　学科：2時間　　実技：30分　（計2時間30分）
２　旧安衛則第36条8号の2（小径木）の修了者
　　　学科：3時間　　実技：2時間　（計5時間）
なお、補講は、次の機関において実施されています。
◇各都道府県林業・木材製造労働災害防止協会
◇大手建機メーカー
◇一般社団法人林業機械化協会
　[Tel：03-5840-6217]  [http://www.rinkikyo.or.jp]

詳しくは、お近くの労働基準監督署、都道府県、各協会のホー
ムページをご覧になるか、各事務局までお問合せ下さい。
なお、林業機械化協会では、現在予定している補講以外にも、
３０名程度の受講者が集まれば、ご希望の日時・場所に講師
を派遣して、補講を実施します。

景  況  調  査
令和元年１１月分集計表　　　　（　　　　）内は実数

〔流通部門〕
当月の状況

販 売 量 増加３２％（２３） 変わらず５２％（３８） 　減少１６％（１２）

仕 入 量 増加３０％（２２） 変わらず５９％（４３） 　減少１１％（　８）

販売価格 上昇　３％（　２） 変わらず９０％（６６） 　下降　７％（　５）

仕入価格 上昇　４％（　３） 変わらず８１％（５９） 　下降１５％（１１）

プレカットの動向

発注後、加工までの
待ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３１％（１７） ５６％（３０） １３％（　７）

来月の見通し

販 売 量 増加１２％（　９） 変わらず７１％（５２） 　減少１６％（１２）

仕 入 量 増加１２％（　９） 変わらず７１％（５２） 　減少１６％（１２）

販売価格 強含み ４％  （　 ３） 保ち合い９２％（６７）    弱含み４％   （　３）

仕入価格 強含み ４％  （　 ３） 保ち合い９０％（６６）    弱含み５％   （　４） 

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米　　材 　７％（　４） ５７％（３１） ３５％（１９）
南 洋 材 １９％（　９） ７４％（３５） 　６％（　３）

北洋材（欧州材を含む） １２％（　６） ７１％（３５） １６％（　８）
国 産 材 　７％（　５） ７９％（５４） １３％（　９）
建　　材 １３％（　７） ７３％（４１） １４％（　８）

〔製造部門〕
当月の状況

販 売 量 増加２４％（２１） 変わらず６０％（５２） 　減少１６％（１４）

仕 入 量 増加２８％（２４） 変わらず５６％（４９） 　減少１６％（１４）

販売価格 上昇　７％（　６） 変わらず８５％（７４） 　下降　８％（　７）

仕入価格 上昇１５％（１３） 変わらず７４％（６４） 　下降１１％（１０）

プレカットの動向

発注後、加工までの
待ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３８％（１２） ５３％（１７） 　９％（　３）

来月の見通し

販 売 量 増加１６％（１４） 変わらず６７％（５８） 減少１７％（１５）
仕 入 量 増加２０％（１７） 変わらず６６％（５７） 減少１５％（１３）
販売価格 強含み　５％（　４） 保ち合い９０％（７８） 弱含み  ６％   （　５）
仕入価格 強含み　７％（　６） 保ち合い８３％（７２） 弱含み１０％  （　９）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み

米　　材 　８％（　２） ５０％（１３） ４２％（１１）

南 洋 材 　６％（　１） ７６％（１３） １８％（　３）

北洋材（欧州材を含む） 　０％（　０） ５２％（１２） ４８％（１１）

国 産 材 １０％（　８） ７４％（５９） １６％（１３）

モニター数１４１　回答数７３　回収率５２％ モニター数１４７　回答数８９　回収率６１％
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧

年
中
は
、
皆
様
方
に
は
本
会
の
運
営
に

格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、「
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
」
と
「
森
林
環
境
譲
与
税
の

配
分
」
が
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
記
念

す
べ
き
年
で
し
た
。

「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

等
」
を
主
体
と
す
る
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
が
着
実
に
普
及
・
定
着
す
る
と
と
も

に
、
日
本
の
森
林
を
守
る
上
で
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
国
産
材
需
要
が
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
り
更
な
る
飛
躍
の
年

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
我
々
木
材
産
業
関
係
者
に
と
っ

て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
木
材

利
用
促
進
が
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
木
材
が
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
都

市
部
等
で
の
木
材
利
用
拡
大
へ
の
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
積
極
的
な
需
要
拡
大
に
組
織

を
挙
げ
て
取
組
む
べ
き
時
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

元
々
、
森
林
資
源
は
唯
一
の
再
生
可

能
な
循
環
資
源
で
あ
り
、
適
時
適
切
に

伐
っ
て
使
っ
て
植
え
る
こ
と
が
森
林
の

活
力
を
生
か
す
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
は

国
民
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
高
層
ビ
ル
に
木
材
を
使
う
こ
と
で
、

大
都
市
が
Ｃ
Ｏ
2
を
固
定
す
る
環
境
都
市

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
林
業
が
成
長
産
業
化

す
る
こ
と
で
雇
用
の
拡
大
が
図
ら
れ
、
地

方
創
生
に
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と

し
て
森
林
資
源
も
さ
ら
に
充
実
し
て
国
土

強
靭
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

東
京
都
の
小
池
知
事
が
提
唱
し
、
全

国
知
事
会
に
創
設
さ
れ
た
「
国
産
木
材

利
用
促
進
Ｐ
Ｔ
」
や
経
団
連
・
経
済
同

友
会
が
相
次
い
で
公
表
し
た
提
言
に
は
、

都
市
が
木
材
利
用
の
促
進
に
取
組
む
こ

と
で
地
方
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
新

し
い
枠
組
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

行
政
や
企
業
の
木
材
利
用
に
対
す
る
認

識
が
着
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
う
し
た
動
き
を
支
え
る
技

術
の
進
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

す
で
に
大
臣
認
定
を
受
け
た
木
質
３

時
間
耐
火
部
材
も
開
発
済
み
で
あ
り
、

木
造
で
の
超
高
層
ビ
ル
実
現
も
夢
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

現
実
に
昨
年
11
階
、
９
階
、
７
階
建

て
と
い
っ
た
中
高
層
ビ
ル
の
木
造
化
の

計
画
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
２
～
３
年

の
う
ち
に
は
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
都
市
の
木
造
化
の
動
き
が

急
速
に
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
施
設
を
は
じ
め
、
都
会
で
新
し
く

建
設
さ
れ
る
建
物
に
は
木
材
が
多
く
使

わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
設
計
や
施
工

に
携
わ
っ
た
方
々
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン

面
や
環
境
面
だ
け
で
な
く
、
経
済
面
で

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
木
材
の
可
能

性
を
高
く
評
価
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
、

環
境
に
優
し
い
木
造
や
木
質
化
さ
れ
た

建
物
を
ま
ず
検
討
す
る
こ
と
が
「
当
た

り
前
」
に
な
る
時
代
が
ま
さ
に
到
来
し

つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
後
長
く
続
い
て
き
た
「
木
材
は
耐

火
性
や
耐
震
性
等
か
ら
都
市
で
は
使
え

な
い
。」
と
い
う
考
え
方
を
１
８
０
度
転

換
し
、
都
市
木
造
化
推
進
へ
向
け
た
国

民
的
な
動
き
を
構
築
し
て
い
く
チ
ャ
ン

ス
が
来
て
い
る
と
確
信
す
る
次
第
で
す
。

今
年
は
十
二
支
の
始
ま
り
の
ね
ず
み

年
で
す
。
こ
う
し
た
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
に
吹
く
追
い
風
を
つ
か
み
、
本

年
を
「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
の
実

現
に
向
け
た
転
換
点
」
と
す
べ
く
、
全

森
連
始
め
広
く
林
業
関
係
団
体
や
建
築
・

建
設
関
係
の
団
体
・
企
業
と
も
力
を
合

わ
せ
て
、
全
木
連
の
総
力
を
挙
げ
て
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
是
非

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
並

び
に
皆
様
方
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

10 月 23日に開催された木材利用優良施設コンクール審査委員
会（木材利用推進中央協議会主催）において、屋久島町庁舎（鹿
児島県）が最高賞の内閣総理大臣賞に選ばれた。
屋久島は日本で初めて世界自然遺産（1993 年 12 月）に登録

されており、屋久杉を象徴として、固有種、南限北限の動植物
など多様な生命が宿る島である。
この大自然で育まれた地スギ材をふんだんに使って新庁舎は建設された。平成 25 年から町民の意見・要望ア

ンケートの実施、木材の確保のため屋久島森林管理署との連携（分収林の活用）、地元の木材加工所の活用、屋
久島らしさを取り入れた設計構想など様々な課題を克服して令和元年 5月に完成した。
新庁舎は会議棟、事務棟、窓口棟、フォーラム棟で構成され、台風、雨に強い切妻の瓦屋根で外壁は耐久性

の高い縦板張りとするなど屋久島の風土に対応した建物となっている。
各棟は木材の新たな工法（ＣＬＴ、トラスト軸組工法）を採用するとともに、地スギの良さを見せることを

コンセプトにしている。
特にフォーラム棟は、螺旋状にトラストを組み上げる工法を採用しており、大規模軸組工法という新技術を

活用している。この棟は、議会としての利用がない時は一般利用として開放されている。
町民からは、「屋久島らしい美しい建物」、「明るく、木の香りがして木材の良さが分かる」、「町の自慢が増えた」

との声が聞かれ、庁舎の評判はすこぶる良い。
新庁舎の建設が行政と町民を一つにするきっかけとなっていることは間違いなく、かくして、住民による、

住民のための施設が出来上がった。町の文化と歴史を継承するシンボルして木造庁舎に託した屋久島町の取組
が全国に広がることを期待したい。

第
五
十
五
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会（
鹿
児
島
大
会
）

日
時
：	

令
和
２
年
11
月
12
日
（
木
）

場
所
：	

大　

会　

鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
第
２
ホ
ー
ル
）

	

懇
親
会　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
２
階
大
ホ
ー
ル
）

講
演
：	

鹿
児
島
（
鶴
丸
）
城
御
楼
門
の
建
設
に
つ
い
て
（
予
定
）

	
＊
11
月
13
日（
金
）オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー（
指
宿
、霧
島
、屋
久
島　

３
コ
ー
ス
予
定
）

☆
木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
大
勢
の
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

新
年
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

会
　
長
　  

鈴
　  

木
　   

和
　  

雄
　
　

屋久島町庁舎（内閣総理大臣賞受賞）
～ そして町民自慢の庁舎となった ～

（一社）全国木材組合連合会　板垣　靖
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝

か
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り
一
言

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方

に
は
本
会
の
業
務
運
営
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
も
一
昨
年
と
並
ぶ
よ
う
な
大
き

な
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、
多
く
の

方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
資

源
が
成
熟
期
を
迎
え
、
木
材
と
し
て

の
利
活
用
が
本
格
化
し
て
き
た
中
で
、

今
、
日
本
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

は
大
変
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
強
靭
化
、

地
方
創
生
に
お
け
る
森
林
の
役
割
が

大
い
に
注
目
さ
れ
、
特
に
都
市
で
の
木

材
利
用
の
拡
大
へ
向
け
た
動
き
等
が

飛
躍
的
に
伸
び
る
可
能
性
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
我
々
木
材
業
界
に
と
っ

て
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
ま
す

が
、
一
方
で
は
、
戸
建
て
住
宅
需
要
の

減
少
、
建
築
費
等
の
コ
ス
ト
の
上
昇

等
、
厳
し
い
経
営
環
境
も
見
通
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
以
上
に
会
員

相
互
間
、
他
業
種
の
方
々
と
の
連
携
・

協
調
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

一
方
、
都
市
部
で
の
木
材
利
用
、
と

り
わ
け
国
産
材
を
活
用
し
た
中
高
層

ビ
ル
の
建
設
な
ど
が
各
地
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
都
市
の
建
築
物
で
も

木
造
・
木
質
化
を
第
一
に
考
え
る
よ
う

な
時
代
が
具
体
的
に
想
定
で
き
る
環

境
条
件
が
急
速
に
出
来
上
が
り
つ
つ

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
期
待
を
現
実
の
も
の
と

す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
我
々
木
材

産
業
界
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
設
計
士

や
建
築
技
術
者
の
木
材
利
用
へ
の
関

心
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
た
め
の

研
修
制
度
を
主
体
と
す
る
「
埼
玉
方

式
」
が
栃
木
県
、
千
葉
県
、
愛
知
県
に
、

ま
た
情
報
交
換
を
主
体
と
す
る
「
広
島

方
式
」
が
佐
賀
県
に
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

設
計
士
や
施
工
者
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
品
質
の
確
か
な

木
材
製
品
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い

く
体
制
づ
く
り
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、
そ
れ
が
山
元
の
供
給
体
制
の
強

化
・
充
実
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
、
真
の

意
味
で
の
林
業
の
成
長
産
業
化
、
国
土

強
靭
化
、
地
方
創
生
と
い
っ
た
国
家
的

課
題
解
決
へ
の
端
緒
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
す
。

私
ど
も
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

と
し
て
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
応
え

る
た
め
、
木
材
利
用
促
進
の
た
め
の

利
子
助
成
や
リ
ー
ス
に
対
す
る
支
援
、

共
同
事
業
・
共
済
事
業
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
ら
を
通
じ
供
給
体
制
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
木
材

産
業
界
並
び
に
皆
様
方
に
と
っ
て
、
明

る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

会
　
長
　  

松
　  

原
　   

正
　  

和

第
11
回
新
た
な
「
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会

日
時
：	

令
和
２
年
２
月
13
日
（
木
）
13
：
30
～
16
：
30

場
所
：	

木
材
会
館	

７
階
ホ
ー
ル

	

（
江
東
区
新
木
場
１
ー
18
ー
８
）

主
催
：（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会

	

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

定
員
：	

１
５
０
名
（
一
般
消
費
者
、
建
築・設
計
、
木
材
関
係
者
等
）

お任せください！
・当基金が保証人となって、取引先の
銀行や信用金庫、信用組合などの
貸出枠を広げることができます！

・設備資金（ハード）、運転資金（ソフ
ト）のいずれもOKです！

・取引金融機関は今までどおりで大
丈夫です！

・保証を利用された方は、経営などに
ついて無料相談ができます！

まずはお近くの銀行、信用金庫、信用組合などの金融機関、
当基金の窓口へお気軽にご相談ください。

独立行政法人 農林漁業信用基金
〒 101-8506 東京都千代田区内神田 1丁目1番12 号（ｺ ﾌー ﾋ゚ ﾙ゙ 11 階）
TEL:03(3294)5585 ～ 558 ６　FAX:03(3294)5595
URL:http://www.jaffic.go.jp

生産ラインがフル
稼働

するまで５年かか
る。

それまでの資金を
借りたいな・・・

有利な制度資金を使ってみたいな・・・

加工施設が増設さ
れると、

素材や立木がもっ
と

必要になる。
運転資金を借りたい

な・・・

事業採択は嬉しいけど自己負担分（補助残）も多い。設備資金を借りたいな・・・

基金の保証を受ければ
補助金の自己負担分などについて
取引金融機関の貸出枠が広げられます！

お役に立ちます！
林業信用保証！
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平
成
三
十
一
年
、令
和
元
年

重
大
ニ
ュ
ー
ス

第46回 JAS製材品普及推進展示会表彰式
（農林水産大臣賞受賞牧野氏による代表謝辞）

二
月

𠮷川貴盛農林水産大臣表敬
（新年挨拶）

TPP11 協定発効記念式典（総理官邸）

一
月

第 10回事例発表会
（挨拶する鈴木全木連会長）

林業関係団体による二階幹事長への要請
（自民党本部）

三
月

合法木材供給事業者認定団体打合せ会議、
林野庁補助事業打合せ会議等

森林・林業改革の実現に関する要望
（本郷林野庁次長へ要請）
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木材利用優良施設コンクール表彰式
（内閣総理大臣賞：屋久島町庁舎）

十
一
月

クリーンウッド法・
合法木材供給事業者セミナー

八
月

ウッドコレクション令和元年
（開会セレモニー）

十
二
月

都市木造化推進議連第 3回総会
（耐火部材展示品を前にして）

六
月

江藤拓農林水産大臣表敬
（就任挨拶）

森林・林業・木材関係施策説明会
（挨拶する本郷林野庁長官）

四
月

JAS 構造材、外構部木質化事業説明会

五
月

森
も り

林を活かす都
ま ち

市の木造化推進協議会設立総会
（挨拶する吉野正芳議連会長）

九
月

都市木造化推進議連現地視察（山形県）
　　　（議員を囲んで）

十
月

都市木造化推進議連第 4回総会
（挨拶する岸田文雄自民党政調会長）

森
も り

林を活かす都
ま ち

市の木造化推進議員連盟設立総会

都市木造化推進議連の原田環境大臣への申入れ
（協議会も同行）




